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本邦における金属アレルギーの現状

・ 金属アレルギーはさまざまな臨床症状を引き起こす。
一度発症すると一生症状は続く。

・ 金属アレルギーとは、製品中の金属が皮膚や口腔粘膜面で金属がイオン
化すると、体内のタンパク質と結合して新たなタンパク質に変性し、
それを体が“異物”とみなすことによってアレルギー反応が生じる。
症状はすぐには現れず、遅延型アレルギーとも呼ばれる
（Ⅳ型アレルギー、Tリンパ球が関与）。

・ 疫学調査では、金属試薬による陽性率は以前から高く減っていない。

・ ニッケルによるパッチテストの陽性率は高いが、本邦ではニッケルの
規制はなく、日用生活で接触する多岐にわたる製品に含有されている。

・ 装飾品などにより感作をされ、後年、歯科、その他の治療の際に
金属アレルギーが問題となる患者は後を絶たない。



汗疱状湿疹（異汗性湿疹、汗疱） 掌蹠膿疱症

歯科金属による
金属アレルギー

金属によるアレルギー性接触皮膚炎

ピアスによる
金属アレルギー

全身型金属アレルギーとして掌蹠で汗疱状湿疹が起こるとされる

全身型金属アレルギー

金属は経皮，経粘
膜，経腸管あるい
は経気道経路で
吸収され，汗，

乳汁，涙，尿そし
て

糞便中に排泄され
る。
金属が生体内に

吸収されることに
よる。

金属アレルギーの実際

金属アレルギーはさまざまな部位でアレルギー症状を誘発する。

歯科矯正器具による
金属アレルギー



・パッチテストは、
金属アレルギーを
含む、アレルギー性
接触皮膚炎の
唯一の検査法である。

・金属によるアレルギー性
接触皮膚炎の確認と共に、
金属アレルギー症状を自覚
している患者が歯科・整形
外科領域の治療前に
金属アレルギーの確認を
希望することが多い。

・金属アレルギーの
検査、診療においては
解決すべき課題がある。

接触皮膚炎の検査法

パッチテスト



金属は、ニッケル、クロム、コバルト、金による感作が多い。
https://www.jscia.org/docs/useful_info/JSA_ResearchData.pdf

本邦におけるアレルギー性接触皮膚炎の疫学調査
（日本皮膚免疫アレルギー学会）



 金属アレルギーに苦慮する国民は一定数存在する。近年もその数は減っていない。

 本邦では製品へのニッケル規制が法的に整備されていないため、ニッケル含有量
の多い製品が流通している。

 金属アレルギー精査のため歯科や整形外科から皮膚科に依頼される症例は多いが、
診療科間の連携の改善は以前から課題とされている。

 金属アレルギーのエビデンスをまとめた一般向けハンドブック、診療の手引きな
どがあるとよいか。
（未然に感作を防ぎ、適切な診療を行っていくために(歯科金属の除去、金属元素
制限含め））

本邦における金属アレルギー診療の課題




